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１．2023年度運営委員会構成

２．2023年度関東支部シニア会の事業計画（案）

３．シニア会2023年度予算（案 ）

４．事業計画資料

・2023年度関東支部学生卒業研究発表会コメンテータ派遣(1/3)(2/3)(3/3)

・学生会との対話会

・「エンジニア塾」

５．シニア会活動へのご支援・ご協力のお願い（１／２）（２／２）
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担当職員：渡邊 賢太（関東支部事務局）

１．2023年度運営委員会構成

（シニア会運営委員会で選任）
会 長 鳥毛 明
幹 事 高屋 真二
顧 問 中山 良一
顧 問 野口 昭治
委 員 新山 時弘
委 員 曽佐 豊
委 員 伊藤 裕道
委 員 四阿 佳昭
委 員 平澤 茂樹
委 員 福地 真理夫

以上，任期は2年とし再任は1回まで
（支部運営会で4月以降選任予定）

監 事
支部シニア会担当幹事
学生会担当幹事

以上，任期は原則1年とし再任は1回まで
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２．2023年度関東支部シニア会の事業計画（案） 4/12

項目と目的 計画 備考

１．シニア会主催行事・運営委員会

1-1) シニア会総会の開催
年度活動成果と次年度計画の報告と承認
付帯行事（特別講演会など）を開催する

年1回（2024年1月）

1-2)シニア会主催の特別講演会 2回（10月と1月）

1-3)見学会 2回（6月と11月）

1-4)シニア会メンバーの交流会
シニア会員が保有する技術・経験などの話題の提供

２回（7月、11月） 昨年度より1回削減

1-5)「シニア会たより」の発行 月次（12回）発行 シニア会員より投稿を募集中

1-6)懇親会(費用は参加費） 総会1回、特別講演会1回、交流会2回
の合計４回

1-7)運営委員会の開催
シニア会会務の企画・運営の推進

3，6，9，11,1月を目途に開催する。
3月は引継ぎ＆年度計画と担当の確認

２．支部活動に対する支援・学生会との交流会
［ｺﾒﾝﾃｰﾀ及び人生の先輩として学生との交流を図る］

2-1)関東学生会第62回学生員卒業研究発表講演会
2023年3月16日 Web開催

シニア会員コメンテータ派遣

学生会との対話会

準備中（シニア会員コメンテータ
２４名以上確保が必要）
準備中

2-2)学生会との交流会 2023年6月 新学生会役員が選出後調整のこと

2-3)関東学生会第63回学生員卒業研究発表講演会
2024年3月開催

シニア会員コメンテータ派遣
学生会との対話会

12月末日に依頼が来る

３．「エンジニア塾」
詳細は別途資料参照

３期目計画 運営委員募集する

４．2022年度予算・決算 支部からの補助金予算 300,000円
（残額は支部会計に組み入れ）
エンジニア塾塾生負担金あり。
懇親会は懇親会参加費で実施する。



5/12３．シニア会2023年度予算（案 ）

収
入
の
部

費用 予算額 摘要
支部からの補助金 ¥300,000
総会懇親会参加費 ¥60,000 計画3,000X20X1回
特別講演会懇親会参加費 ¥60,000 計画3,000X20X1回
交流会懇親会参加費 ¥120,000 計画3,000X20X2回

エンジニア塾塾生負担金 ¥15,000 計画1,000X15名（参加塾生）
合計 ¥555,000

支
出
の
部

費用 予算額 摘要
旅費交通費 ¥35,000 会議関係
総会会場費 ¥20,000 計画1回
総会懇親会 ¥60,000 計画1回（参加費で充当）
特別講演会 ¥80,000 計画2回
特別講演会懇親会 ¥60,000 計画1回（参加費で充当）
見学会費 ¥10,000 計画2回
交流会費 ¥40,000 計画2回
交流会費懇親会 ¥120,000 計画2回（参加費で充当）
エンジニア塾 ¥100,000 見学会・会場費・資料・郵送費等
雑費 ¥15,000 永年会員案内
予備費 ¥15,000

合計 ¥555,000

項目 予算額 摘要
収入の部 ¥555,000
支出の部 ¥555,000
残高 ¥0 残高 は支部に返金する。
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関東支部からの依頼状 BPAの説明

2023年度関東支部学生卒業研究発表会コメンテータ派遣(1/3)

４．事業計画資料
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BPAの説明(採点はWeb入力)

2022年度関東支部学生卒業研究発表会コメンテータ派遣(2/3)



8/12
「卒研発表会のスケジュール案」

Web講演 発表件数217件 12室平行開催 コメンテータ2名(AM,PM)=最大12室×4名（48名)

2023年度関東支部学生卒業研究発表会コメンテータ派遣(3/3)

シニア会員の皆様へ別途依頼中(全員へメール送信:Webにて公開)

第1室 第２室 第3室 第4室 第5室 第6室

9:00-
10:15

1.計算力学 2件
16.情報・知能・精密機器
2件

15.ロボティクス・
メカトロニクス 5件

2.バイオエンジ
ニアリング 5件

3.材料力学 5件 5.流体工学
5件

5.流体工学
5件

10:30-
11:45

16.情報・知能・精密機器
５件

15.ロボティクス・
メカトロニクス 5件

2.バイオエンジ
ニアリング 5件

3.材料力学 4件 5.流体工学
5件

5.流体工学
5件

12:15-
13:30

12.設計工学・システム
1件
13.生産加工・工作機械
1件
14.生産システム 2件
17.産業・化学機械 1件

15.ロボティクス・
メカトロニクス 5件

2.バイオエンジ
ニアリング 5件

3.材料力学 2件
9.環境工学 1件
2.バイオエンジニ
アリング ２件

19.宇宙工学
3件

5.流体工学
5件

13:45-
15:00

15.ロボティクス・メカト
ロニクス ３件

15.ロボティクス・
メカトロニクス ４件

2.バイオエンジ
ニアリング 5件

2.バイオエンジニア
リング 5件

19.宇宙工学
3件

5.流体工学
5件

第7室 第8室 第9室 第10室 第11室 第12室

9:00-
10:15

5.流体工学
5件

6.熱工学 5件 10.機械力学・
計測制御 5件

4.機械材料・
材料加工 5件

11.機素潤滑設計
5件

22.スポーツ工学・
ヒューマンダイナミ
クス 5件

10:30-
11:45

5.流体工学
5件

6.熱工学 5件 10.機械力学・
計測制御 5件

4.機械材料・
材料加工 5件

11.機素潤滑設計
5件

21.マイクロ・
ナノ工学 3件

12:15-
13:30

5.流体工学
5件

6.熱工学 2件
7.エンジンシステム 1件
8.動力エネルギーシステ
ム 1件

10.機械力学・
計測制御 ４件

4.機械材料・
材料加工 ３件

11.機素潤滑設計
4件

21.マイクロ・
ナノ工学 4件

13:45-
15:00

5.流体工学
5件

18.交通・物流 3件
20.技術と社会 2件

10.機械力学・
計測制御 3件

4.機械材料・
材料加工 ３件

11.機素潤滑設計
3件

21.マイクロ・
ナノ工学 5件



9/12学生会との対話会

PM15:00-15:05 学生会とシニア会について シニア会長

PM15:05-15:25 学生会の質問と回答の説明 新山委員

PM15:25-15:55 エンジニアの先輩(経験談) 伊藤委員

PM15:55-16:05 幹事校（筑波大学）の研究室紹介とPR 学生会

PM16:05-16:15 質疑応答 全員

【卒研発表会後の関東学生会－シニア会対話会 開催 】
１．目的：
卒研発表会は４年生が対象であり、既に就職が決まっている方もいるが、
修士課程への進学者も半数程度はいるので、そのメンバーにとっては、
就職へ向けての良いアドバイスを得る機会となる。

２．開催日時：2022年3月16日（木） 15:00～16:15
３．開催場所：Web開催（Zoom方式）
４．出席者：

シニア会：
関東支部学生会の参加者：

５．概要



10/12「エンジニア塾」

2022年度の関東支部「エンジニア塾」活動を活用して、
本部より全国展開の企画案が示されている。
関東支部活動を参考にして、各支部で導入案を検討中。
なお、関東支部の実施内容については
前年同様の予定(共催の可能性あり)。
対象者は、
関東支部エリア内のジュニア会友(小学生10-15名程度)。
〇遠隔開催でのメリット、デメリットを検討
・「塾」として、塾メンバー間の対話の活性化
・遠隔地間で、知識の共有化推進など
・対面時の会場確保に課題あり(運営コストの増加)
〇運営メンバー
・シニア会運営委員が、従来全運営を担当
⇒2023年度以降は少し独り立ちできる体制へと

展開し、シニア会メンバーから「エンジニア塾」
を担当するメンバーを募集
「エンジニア塾」関東支部運営体制

＜関東支部シニア会 会長＞

「エンジニア塾」塾長＋シニア会幹事＋学生会担当

エンジニア塾運営メンバー(希望者)6-8名
希望者を募って、各行事を分担して実施予定
3月中に決定、4月以降の「エンジニア塾」の
企画・運営を担当

「エンジニア塾」年間スケジュール
(2023年度案)

本部提案のスケジュール案

2023年度予算案:対面活動の拡大により、
会議室使用料、交通費等の増加を踏まえて、
2022年度実績の3倍増:100,000円



12/12５．シニア会活動へのご支援・ご協力のお願い（１／２）

シニア会発足から７年が経過し，2021/2022年度はコロナ禍で対面活動ができず、大変残念
でした。2023年度はWithコロナでの対面活動とWeb開催の併用し、今後進めていきます。

【会員の皆様へのお願い】
（１）2023年3月16日（木）9～15時Web開催の関東支部学生卒業研究発表会への
コメンテータをシニア会員から募集していますので、多くの皆様の積極的な応募を
お願い致します。応募される方は、次のGoogleフォームから応募の程お願い致します。
https://forms.gle/HciuqDXCM2JcQAM39

（２）関東支部シニア会主催小学生対象「エンジニア塾」は、来年度3期目の活動になります。
小学生がエンジニアへの興味・関心・理解を醸成するために
①科学博物館・会社・工場・研究機関の見学（含Web見学）
②ロボット作りや簡単なプログラム作成する体験
③学園祭を通じた大学等教育機関への見学
④大学生との交流会
⑤『ものつくり』と『ことつくり』についての解説

等の活動とレポートを通じて、ものをつくる楽しみや魅力を感じる活動になるため、
シニア会会員の皆様のご協力頂きたく運営委員を募っておりますので、
是非ともご理解の上 参加頂くようにお願い致します。

https://forms.gle/HciuqDXCM2JcQAM39


12/12シニア会活動へのご支援・ご協力のお願い（２／２）

（３）ホームページでの「シニア会たより」も２年を経過し、
シニア会運営委員の執筆に依存している状況です。
シニア会会員の方々の幅広い投稿を掲載したく、積極的な投稿をお願いします。
投稿は、torige@jcom.home.ne.jp 宛にメール頂きますようお願い致します。

【投稿要綱】
〇投稿内容はご自身の体験など，おおよそ以下の分類（カテゴリ）
・体験 ・機械 ・技術 ・自己啓発 ・趣味 ・スポーツ ・芸術 ・健康 ・その他 (重複可)
〇記事は署名記事
〇文字数：800字程度
〇図、写真は可(但し、著作権などに注意のこと)

（４）見学会・特別講演会・シニア会メンバーの交流会につきましては、
聞きたい講演内容・講師について、自薦他薦でも構いませんので
提案願います。

皆様方が健康に十分留意されますよう祈念申し上げます．

mailto:torige@jcom.home.ne.jp
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